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ヘ

ブ
ラ

イ

語
聖
書
研
究

　

ー
社
会
科
学
批
評
に

よ

る

ア

プ
ロ

ー

チ

ー

高

橋

優

　
子

　
ヘ

ブ

ラ

イ

語
聖

書
研
究
の

方
法

的
な

主

流
は、

文
献
批
判

・

様
式
批

判
・

物
語
分

析
と

い

っ

た
文

学
的
な

ア
プ
ロ

ー

チ
で

あ
る

と

い

っ

て

よ
か

ろ

う。

そ
れ
に

対
し

て

「

社
会

科
学
批
評
」

と

い

う
表
現
に

は

比
較
的
馴

染
み
が

薄
い

。

し
か

し
、

近
年、

社
会
心
理

学
を
含
む
広

義
の

社
会
科
学

的
方
法
は
、

単
な
る

社
会
層
の

区

別
と

利
害
関
係
に

よ
る

説
明
以
上
の

も

の

を

提
供
す
る
こ

と

が
で

き

る

よ
う
に

な
っ

て

い

る
。

こ

こ

で

は
、

主
と

し
て

社
会
的
ア
イ
デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

理

論
・

自
己
カ

テ
ゴ

リ

ー
化
理

論
を

紹

介
し
つ

つ
、

そ

の

ヘ

ブ

ラ

イ

語
聖
書
研
究
へ

の

適
用
可
能
性
を
探
っ

て

み

た
い

。

　
ヘ

ブ

ラ

イ

語
聖
書
研

究
の

社
会
学
的
伝

統
に

は
、

ウ
ェ

ー
バ

ー

や
マ

ル

ク

ス

の

よ

う
な

コ

ン

フ

リ

ク
ト
理

論
に

よ

る

も
の

と、

デ
ュ

ル

ケ

ム

や
コ

ン

ト
に

代
表
さ

れ
る

コ

ン

セ

ン

サ

ス

理

論
の

伝

統
が

存
在
す

る
。

前
者
は

『

古
代
ユ

ダ

ヤ

教
』

の

影
響
力
の

大
き

さ

か

ら

ほ
ぼ

「

ウ
ェ

ー

バ

ー
の

伝

統
」

と

考
え
る

こ

と

が

で

き
る

。

私
見
に

よ

る

と

ウ

ェ

ー

バ

ー
の

方

法

は、

社
会
が

理

念
を

規
定
す
る

方
向
と
理

念
が

社
会
を

規

定
す
る

方
向
の

ふ

た

つ

を

含
ん
で

い

る

点
で

思
想
史
上
画

期
的
で

あ
る

が
、

両
者
の

関
係

が

必
ず
し
も

明
ら
か

で

は
な

く、

そ
こ

に

方
法

論
的
な

課
題
が
残
さ

れ
て

い

た
。

　
現
代
社
会
心
理

学
に

お

い

て

重
要
な
も
の

と

考
え
ら
れ

る

社
会
的
ア

イ

デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

理
論
と
、

そ

の

発
展
形
で

あ
る

自
己

カ

テ

ゴ

リ
ー

化
理
論

は、

こ

の

課
題
に

応
え
る

も

の

で

あ
る

と

い

え

る
。

そ
れ

は、

こ

の

理
論

が、

個
人
の

心
理

過
程
と

社
会
現
象
を

統
 

的
に

把
握
す
る

こ

と

が

で

き

る

か

ら
で

あ
る
。

非
常
に

単
純
化
す
る

な

ら
ば

、

こ

れ

は

個
人
と

社
会
の

相
互

規
定
性
を

社
会
的
ア

イ

デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

概
念
で

媒
介
・

説
明
す
る
も

の

で

あ
る

。

　
と

こ

ろ

で、

現
代
の

「

経
験

心
理
学
」

の

知
見
を
聖

書
研
究
に

導
入
す

る
こ

と

に

は、

い

く
つ

か

も
っ

と

も
な
懸

念
が
存

在
す
る。

そ

れ
は、

タ

イ
セ

ン

に

よ
れ
ば、

資
料
不
足
・

テ

ク

ス

ト

科
学
的
な
ナ
イ
ー

ブ
さ
・

時

代
錯
誤
・

還
元
論
・

陳
腐
さ

の

「

嫌
疑
」

で

あ
る

。

こ

れ
ら
の

制
限
に

つ

い

て

は

常
に

自
覚
的
で

な
け

れ
ば
な
ら

な
い

が、

そ

も
そ
も
こ

れ

ら

の

制

限
を

持
た

な
い

歴
史
研
究
と

い

う
も
の

は

ほ
と

ん
ど

考
え
ら
れ

な

い
。

し

た

が
っ

て
一

次
資
料
（
テ

ク

ス

ト

や
考
古

資
料）

に

よ

っ

て

そ

の

有
効
性

を
チ
ェ

ッ

ク

さ

れ
る

な
ら
ば
、

社
会
科
学
批
評
（
こ

こ

で

は

社
会

的
ア

イ

デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

埋
論
・

自
己
カ

テ

ゴ

リ
ー

化
理
論
と

い

っ

た

社
会
心
理

学

を

援
用
す
る

こ

と
）

の

モ

デ

ル

使
用
を
否
定
す
る

理

由
は

な

い
。

　
テ

ス

ト
・

ケ

ー

ス

と

し

て

紀
元
前
七

世
紀
後
半
の

ユ

ダ
王

国
に

お

け

る

い

わ
ゆ

る

申
命
記
改
革
を

と

り
あ
げ
る

な

ら
、

第
「

に

国
家
レ

ベ

ル

の

集

団
問
関

係
を

検
討
す
る
必
要
が

あ
る。

ユ

ダ

王
国
と

ア

ッ

シ

リ

ア
・

バ

ビ

ロ

ニ

ア
・

エ

ジ

プ

ト
と

の

関
係
で

あ

る
。

そ

の

次
に

は

ユ

ダ
王

国
内
で

の
、

元
来
の

南
ユ

ダ

国
民
と

旧
北
イ
ス

ラ

エ

ル

国
民
と

の

関
係、

そ
し

て

王
・

書
記
・

祭

司
・

自
由
農
民
・

小
家
畜
飼
育
者
と

い

っ

た

社
会
集
団
の

内
的
・

外

的
関

係
の

検
討
が

行
わ

れ
る

だ

ろ

う。

実
際
ナ

シ

ョ

ナ

ル
・

ア

イ
デ
ン

テ
ィ

テ

ィ

概
念
を
用
い

た

研
究
や

、

と

く
に

ア

イ
デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

理

論
に

言
及
し
て

は
い

な
い

が

事
実
上

旧
両
王

国
民
の

ア

イ

デ
ン

テ
ィ

テ
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と

同
化
を

対
象
と

し
た

研
究
が

存
在
す
る

。

さ
ら
に

社
会
集
団
あ
る

い

は

社
会
層
間
の

葛
藤
に

つ

い

て

の

言
及
は

多
く

見
ら
れ

る
。

ま

た、

申
命

記
史
家
に

注
目
し

て
、

彼
ら
の

社
会
的
帰
属
を

問
う
諸
研
究
も
あ
る

。

し

か

し、

こ

れ

ら
は

も

っ

ぱ

ら
外
圧
や

利
害
関
係
か

ら
理

解
さ

れ

て

お

り、

そ
れ

自
体
間
違
い

で

は

な
い

が
、

一

面

性
を

免
れ
な

い
。

と

く

に

自
己

（
自
集
団）

に

不

利
益
と

な
る

こ

と

を

自
ら

進
ん
で

行
う

場
合、

説
明
不

能
と
な
る

。

　
こ

こ

で

社
会
的
ア

イ
デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

理
論

・

自
己
カ

テ

ゴ

リ

ー

化
理

論

を
援
用
す
る

と、

利
害
に

基
づ

く

自
明
な
現
象
と

利
害
に

反
す

る
一

見
不

合
理
な
現

象
を

統
一

的
に

説
明
す
る

こ

と

が

可

能
と

な
る

。

と

く
に

紀
元

前
七

世
紀

後
半
に

行
わ

れ
た
と
考
え
ら

れ
る

申

命
記
改
革
は

、

古
代
的
な

強

権
に

よ
っ

て

の

み

な
さ

れ
た
も
の

で

は

な

く、

利
害
の

み

か

ら

は
理
解

し
づ

ら
い

ケ

ー
ス

が

多
い

の

で、

集
団
間
関
係
と

集
団
内
関
係
を
ひ

と
つ

の

モ

デ
ル

で

分
析
す
る

こ

と

が
で

き
る

こ

の

ア
プ

ロ

ー

チ

に

期
待
が

持
て

る
。

『

啓
蒙
の

弁
証
法
』

に

お

け

る

反
ユ

ダ
ヤ

主
義

内

　
藤
　
李
　
香

　
「

反
ユ

ダ
ヤ

主
義
」

は
、

決
し
て

ド

イ
ツ

に

お

け
る
】

つ

の

特
殊
な

現

象
で

は
な

い
。

ア

ド

ル

ノ

（
日
げ
Φ

oqo

「

芝鹽

〉
匹
o

暮
ρ

一

 

O
的

−

一

〇

＄）

が

晩
年
に

述
べ

た

こ

の

見
解
に

は
、

「

反
ユ

ダ
ヤ

主

義
」

は

単
に

あ
る

特
定

の

人

種
や

宗
教
の

問
題
と

し
て

の

み

捉
え
ら

れ
る
も
の

で

は

な
い

こ

と
が

示

唆
さ

れ
て

い

る
。

そ
し

て

こ

の

よ
う
な
ア

ド
ル

ノ

の

思
考
方

法
は、

マ

ッ

ク

ス

・

ホ

ル

ク

ハ

イ
マ

ー
（
竃
卑
〉
門

　

｝
幽

O
『
犀
げ
 一
目
P
 
『

　

一

〇Q
 

笥

ー

HO

¶

ΩQ

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　噛

）

と

ア

ド

ル

ノ

の

共

著
で

あ
る

『

啓
蒙
の

弁
証
法
』

第
5
章
に

位
置
づ

け
ら

れ

て

い

る

論
文
「

反
ユ

ダ

ヤ
主

義
の

諸
要
素

−
啓
蒙
の

限
界
（
固
Φ

ヨ
o

畧
Φ

ロ

窃

》
⇒

鉱
ω

 

ヨ

三
。。

B
磊

O
鴨

opN

Φ

ロ

伍
Φ
搬

〉
道

鱒
賊

疂
コ
リq

ご

に

そ

の

起
源

を

見
出
す
こ

と
が
で

き

る
。

本
発
表
で

は、

「

反
ユ

ダ
ヤ

主

義
」

の

起

源

と

し
て

見
出
さ

れ
う
る、

そ
の

本
質
的
要
素
と

は

い

っ

た

い

何
か

と

い

う

問
い

の

も
と

に
、

同
論
文

第
1
節
か

ら
第
4
節
に

考
察
対
象
を
絞
っ

た

う

え
で、

以
下
に

あ
げ
る
三

点
が

検
討
さ

れ

た
。

　
（

1
）

「

反
ユ

ダ
ヤ
主

義
」

の

も
つ

「

盲
目
性
」

「

志

向
喪
失
性
」

　
ユ

ダ
ヤ

人
は

、

と
り
わ

け
近

代
以

降
「

資
本
主
義
的
」

な
生
産

形
態
を

支
え
た

。

し

か

し

な
が

ら
、

そ
う
で

あ
る

が

ゆ

え

に
、

資
本
主

義
的
形
態

下
で

経
済
的
に

「

苦
し
む

は
め
に

な
っ

た
」

一

般
民
衆
に

と
っ

て

は、

逆

に

ユ

ダ
ヤ

人
に

対
す
る
嫌
悪
感
を
招
い

て

し

ま
っ

た
の

で

あ
る

。

ユ

ダ
ヤ

人
が

優
位
を

占
め

て

い

る

よ

う
な
近

代
社
会
に

お

け
る

経
済

政
策
に

よ

っ

て

助

長
さ
れ

た
、

経
済
的
に

「

満
足
で

き

な

い
」

人

間
に

ひ

そ
む
「

ユ

ダ

ヤ

人

敵
視
」

と

い

う
「

正
し
い

認

識
に

逆
ら
っ

た
」 、

い

わ

ば
「

無
意

識

的
な
」

反
応

。

そ
こ

に

見

出
さ

れ
る

、

「

盲

目
性
」

お

よ

び

「

志

向
喪

失

性
」

が

「

反
ユ

ダ
ヤ

主
義
」

の

本
質
な
の

で

あ
る

。

　
（

2
）

「

反
ユ

ダ
ヤ

主
義
」

の

本
質

的
性
格
−

「

悪

し

き

平

等
主

義

（

2
 

冨
犀

B
自ρ

o

冴
駄
）

」

　
（

1
）

の

議

論
な
か

で

ホ

ル

ク

ハ

イ
マ

ー
と

ア
ド

ル

ノ

は
、

民
衆
レ

ベ

ル

で

の

「

反
ユ

ダ
ヤ

主
義
」

に

常
に

付
き
ま
と
っ

て

い

る

性
格
と

し

て

「

悪

し

き

平
等
主

義
」

と

い

う

言
葉
を

取
り
上
げ
る

。

法
の

下
で

は

「

平
等
」

と

言
わ

れ
、

「

幸
福
」

1
こ

こ

で

は
「

経
済

的

所

有
」

と

そ

れ

に

伴
う
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